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○栗原事務局長が一身
　上の都合で辞任いた
　しました。当面、山
　中事務局次長と板倉
　会計が業務を担当し
　ます。
○５月 21 日に、神楽坂
　あおぞら市（不参加）
　に。長年のご協力の
　お礼に、会長と森世
　話人が訪れました。
　今後は、「島じまん市」
　参加などを検討いた
　します。
○世話人の向上高校山
　田前校長先生の向上
　学園理事長就任をお
　祝いいたしました。

【寄付受付先】
郵便振替口座
口座番号；00120-3-545036
口座名称；三宅島ふるさと  
         再生ネットワーク

事務局便り

 

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ま
、
ご
寄
付
の
ご
懇

情
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
の
至

り
と
存
じ
ま
す
。

　

三
宅
島
の
噴
火
災
害
か
ら

早
や
17
年
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
昭
和
に
入
り
約
20
年

前
後
の
周
期
で
噴
火
を
繰
り

返
し
今
回
は
、
前
回
か
ら
17

年
目
に
突
然
山
頂
か
ら
の
噴

　

三
宅
商
工
会
は
、
８
年
目

を
迎
え
た
「
ふ
る
さ
と
三
宅

村
民
」
制
度
の
、
新
た
な
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

三
宅
村
に
愛
着
と
興
味
を

抱
い
て
い
る
方
々
に
、
情
報

や
島
内
産
物
を
お
届
け
、
又

は
三
宅
島
へ
来
島
促
進
、
広

く
応
援
等
を
得
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
７
月
か
ら
受
け
付
け
る
。

　

〈
特
典
〉
①
特
産
品
年
２

回
（
計
４
回
）
②
三
宅
村
情

報
（
広
報
な
ど
）
③
東
海
汽

船
定
期
船
「
東
京
～
三
宅

島
」
間
（
全
等
級
）
乗
船
券

繁
忙
期
15
％
、
通
常
期
20
％

割
引
、
（
家
族
含
む
条
件
あ

り
）
④
島
内
民
泊
費
10
％
割

引
な
ど
。
〈
申
込
方
法
〉
商

工

会

に
（

☎0
4
9
9
4
-
2
-

1
3
8
1

）
（
Ｆ
Ａ
Ｘ0

4
9
9
4
-

2
-
1
3
8
2

）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

可
、
専
用
の
「
ふ
る
さ
と

三
宅
村
民
制
度
」
住
民
登
録

申
請
書
（
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
商
工
会
に
申
込
み
。
年
会

費
１
万
円
、
２
年
間
の
会
費

２
万
円
申
込
み
時
に
、
指
定

口
座
に
振
込
む
と
「
村
民
証
」

が
来
て
利
用
で
き
る
。

　

全
島
避
難
４
年
半
に
加
え

て
、
帰
島
後
も
島
内
の
45
％

に
お
よ
ぶ
高
濃
度
地
区
指
定

で
島
の
中
心
地
区
が
住
居
禁

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
火
山
ガ
ス
も
お
さ
ま

り
、
全
面
規
制
解
除
と
な
り

云
わ
れ
、
帰
島
後
も
火
山
ガ

ス
が
10
年
も
続
く
な
ど
、
想

定
外
の
最
悪
の
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
経
過
を

重
く
受
け
止
め
、
全
島
避
難

中
の
全
島
民
に
よ
る
「
三
宅

島
島
民
連
絡
会
」
の
解
散
に

伴
い
、
新
た
に
平
成
17
年
４

月
１
日
に
「
三
宅
島
ふ
る
さ

と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

結
成
し
ま
し
た
。

　

行
政
や
世
論
の
一
部
に

は
、
避
難
解
除
を
も
っ
て
、

２
０
０
０
年
三
宅
島
噴
火
災

害
は
、
終
了
し
た
と
の
暴
論

に
対
し
て
、
災
害
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
再
生
・
復
興

と
千
人
も
の
「
帰
り
た
く
て

も
帰
れ
な
い
」
島
民
支
援
、

情
報
提
供
な
ど
の
為
に
「
三

宅
島
新
報
」
の
発
行
な
ど
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、

活
動
を
継
続
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
皆
さ
ま
の
、

ご
寄
付
な
ど
の
ご
支
援
を
頂

き
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
（
ご
寄
付
者
名
は
４
面
）

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

火
。
こ
れ
は
約

２
５
０
０
年
前

以
来
の
こ
と
と

発行される村民証

　

三
宅
島
の
２
０
０
０
年
噴
火
か
ら
17
年
。
そ
の
前
に
起
き

た
83
年
噴
火
か
ら
こ
の
噴
火
ま
で
と
同
じ
期
間
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
節
目
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
の
支
援

へ
の
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

支えられて過ごした 17年
ふるさとネット会長  佐藤就之

あ
な
た
も
「
ふ
る
さ
と
村
民
」
に

特
産
品
な
ど
特
典
が

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
世
話
人
会

発行所：三宅島ふるさと　　
　　　  　再生ネットワーク
〒 173-0005
　東京都板橋区仲宿２－１
  TEL 090-4922-0798
  FAX 03-3964-4065
発行人：会長 佐藤就之

さ
ら
な
る
ご
支
援
を
！

一つの節目を迎えて感謝の気持ちを　ご寄付の御礼



三宅島新報 第６６号 (2)２０１７年７月１日

視野に立つ中で
１
．
２
０
０
０
年
噴
火
と

　
　

行
政
の
対
策

　

２
０
０
０
年
（
平
成
12
～
16

年
度
）
噴
火
に
係
る
災
害
復
旧
・

復
興
・
防
災
・
振
興
対
策
島
外

避
難
命
令
の
解
除
、
帰
島
後
の

安
全
確
保
対
策
事
業　

(1)
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
事
業

ア
、
安
全
確
保
対
策

　

避
難
設
備
整
備
、
火
山
観

　

測
機
器
・
体
制
等
の
強
化

　

他
26
億
１
千
１
９
６
万
円

イ
、
基
盤
整
備
対
策

　

学
校
・
保
育
・
診
療
所
、

　

水
道
施
設
、
村
営
住
宅
の

　

復
旧
増
設
、
治
山
・
砂
防

　

ダ
ム
・
村
道
・
都
道
・
港

　

湾
・
漁
港
の
復
旧
設
備
、

各
種
事
業
に
つ
い
て
都
に
お

い
て
は
漁
港
、
港
湾
、
空

港
、
治
山
、
都
道
等
の
設
備

を
、
三
宅
村
に
あ
た
っ
て
は

農
地
の
降
灰
除
去
を
は
じ
め

既
定
の
第
４
次
三
宅
村
総
合

計
画
、
そ
し
て
、
現
在
は
第

５
次
総
合
計
画
（
平
成
24
～

33
年
度
）
目
標
達
成
へ
と
厳

し
い
財
事
情
下
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
つ
つ
、深
刻
な
過
疎
・

高
齢
化
を
阻
止
し
産
業
振
興

を
図
る
べ
く
各
種
施
策
を
展

開
し
て
い
る
が
解
決
す
べ
き

課
題
も
多
く
い
ま
だ
道
半
ば

と
い
え
る
。

２
．
三
宅
村
の
現
状
と
課
題

(1)
三
宅
村
の
現
状

　

昭
和
28
年
に
離
島
振
興
法

が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
後
進

性
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

道
路
を
は
じ
め
港
湾
、
漁
港
、

空
港
等
の
整
備
促
進
が
図
ら

れ
て
大
型
船
舶
や
航
空
機
の

毎
日
就
航
は
勿
論
の
こ
と
島

間
を
結
ぶ
ヘ
リ
コ
ミ
ュ
ー

化
、
さ
ら
に
は
光
回
線
の
整

備
に
伴
い
島
内
全
戸
が
Ｉ
Ｐ

端
末
（
テ
レ
ビ
電
話
）
で
結

ば
れ
る
等
、
社
会
生
活
基
盤

は
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
。
（
こ

の
間
の
離
振
事
業
投
資
額
は

４
１
１
億
３
千
５
９
７
万
円
）

　

一
方
、
戦
後
島
の
経
済

を
支
え
て
き
た
畜
産
（
島

の
世
帯
数
を
上
回
る
乳
牛

の
飼
育
）
・
木
炭
（
年
間

３
０
０
万
俵
）
・
天
草
（
日

本
一
と
言
わ
れ
た
品
質
と
生

産
量
）
の
一
次
産
業
が
昭
和

30
年
代
半
ば
に
な
る
と
高
度

経
済
成
長
と
社
会
経
済
構
造

の
変
化
に
よ
り
加
速
度
的
に

衰
退
、
と
同
時
に
若
年
労
働

者
の
都
市
へ
の
流
出
も
顕
著

と
な
っ
て
一
方
、
昭
和
40
年

代
半
ば
に
は
若
者
に
よ
り
突

如
始
ま
っ
た
離
島
ブ
ー
ム
が

本
島
に
民
宿
業
と
い
う
新
た

な
産
業
を
生
み
出
し
、
島
の

産
業
構
造
を
一
次
産
業
か
ら

三
次
産
業
中
心
へ
と
変
え
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
昭
和
50
年
代
に
始

ま
る
高
度
経
済
成
長
が
観
光

に
対
す
る
意
識
・
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
も
た
ら
す
が
、
本
島

に
お
い
て
も
温
泉
民
宿
で
隆

盛
を
誇
っ
た
島
最
大
の
集
落

阿
古
地
区
が
昭
和
５
８
年
噴

火
の
溶
岩
流
に
よ
り
埋
没
・

焼
失
し
た
こ
と
も
あ
り
観
光

客
の
落
ち
込
み
が
顕
著
と

な
っ
た
。

　

加
え
て
平
成
12
年
の
噴
火

に
よ
る
４
年
半
に
も
及
ぶ
全

島
民
の
島
外
避
難
は
観
光
の

み
な
ら
ず
農
場
・
漁
業
等
々

に
未
曾
有
の
打
撃
を
与
え
、

い
ま
だ
復
興
道
半
ば
の
状
況

に
あ
る
。

佐久間さんのプロフィール
出身地　三宅島
趣味　　旅行・園芸
経歴　　
　昭和 35 年　
　　東京都事務吏員、総務
　　局三宅支庁勤務
　昭和 49 年　
　　小笠原支庁振興係長
　昭和 51 年～ 59 年　
　　三宅支庁（福祉・経理・
　　港湾空港・行政係長）
　昭和 62 年　
　　教育庁三宅出張所管理
　　担当主査
　平成２年　
　　総務局三宅支庁用地主査
　平成４年～５年　同三宅支庁
    ・課長補佐経理係長
   ・課長補佐庶務係長兼務
　平成７年　
　　建設局北部建設事務所
　　用地第２課長
　平成 10 年　
　　出納長室三宅出納事務
　　所長
　平成 12 年　
　　同青梅出納事務所長
　平成 14 年　定年退職
※三宅支庁在職中昭和37年・
　58 年・平成 12 年と３回の
　噴火を経験する。

　

宅
地
内
堆
積
土
砂
の
排
除

　

他
（
平
成
15
年
度
避
難
対

　

策
と
し
て
伊
ヶ
谷
漁
港
に

　

水
深
マ
イ
ナ
ス
７
・
５
ｍ

　

岸
壁
の
構
築
に
着
手
し
現

　

在
大
型
船
舶
の
接
岸
が
可

　

能
と
な
っ
て
い
る
）

　

５
０
８
億
３
千
６
０
６
万
円

ウ
、
生
活
再
建
対
策

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
、

　

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付

　

の
条
件
緩
和
、
緊
急
地
域

　

雇
用
の
創
設
（
げ
ん
き
農

　

場
・
ゆ
め
農
園
）
他

　

１
３
３
億
１
千
３
５
９
万
円

合
計

　

６
６
７
億
６
千
１
６
２
万
円

　

（
う
ち
、
国
費
４
３
８
億

　

５
千
４
４
３
万
円
）

　
(2)
帰
島
後
の
復
旧
・
復
興
対

　

策
事
業

　

上
記
に
係
る
残
事
業
に
加

え
離
島
振
興
法
等
に
基
づ
く

園
芸
が
趣
味
と
い
う
佐
久
間
さ
ん

　三宅島の出身で、三宅支庁などで要職を務め
るとともに、昭和 37 年以降３回の噴火を経験さ
れている佐久間敏明さんに、三宅の現状や課題、
今後の発展のための提言などを寄稿していただ
いた。佐久間さんは、労働人口の減少などを問
題点として挙げるとともに、住宅問題などに関
し、長期展望に立った提言をしてくださった。
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佐久間敏明さんに聞く　島の課題と今後への提言

労働力の確保など長期的な
(2)
三
宅
村
の
課
題

ア
、
深
刻
な
過
疎
・
高
齢
化

　
　

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

　
　

の
推
移

　

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
年

齢
別
人
口
は
表
２
の
と
お
り

で
あ
る
が
特
に
問
題
と
な
る

の
が
生
産
可
能
年
齢
だ
。
し

か
し
こ
の
階
層
に
は
所
謂
転

勤
族
（
官
公
署
等
に
勤
務
す

る
職
員
と
そ
の
家
族
）
が
推

定
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

と
思
慮
さ
れ
る
の
で
振
興
策

を
展
開
す
る
上
で
は
考
慮
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

イ
、
労
働
力
の
確
保

　

島
の
発
展
は
産
業
の
振
興

無
く
し
て
は
成
り
立
た
な

い
。
そ
の
根
源
を
な
す
の
が

利
用
可
能
な
農
地
・
漁
場
・

観
光
資
源
等
の
有
無
と
そ
れ

に
係
る
一
定
水
準
の
基
盤
整

備
は
当
然
で
あ
る
が
、
加
え

て
、
最
も
重
要
な
の
が
こ
れ

ら
産
業
に
参
画
可
能
な
労
働

力
の
確
保
で
あ
る
。
過
疎
・

高
齢
化
の
顕
著
な
三
宅
村
が

そ
の
進
展
を
い
か
に
し
て
阻

止
す
る
こ
と
が
最
大
の
急
務

で
あ
り
課
題
と
な
る
。

３
．
私
の
提
言
（
私
案
）

　

私
案
で
は
あ
る
が
そ
の
対

策
の
一
例
と
し
て
長
期
的
に

次
の
事
業
が
考
え
ら
れ
る
。

◎
大
規
模
施
設
団
地
の
建
設

　

牧
場
を
含
む
村
有
地
を
活

用
し
た
高
齢
者
も
参
画
で

き
る
大
規
模
な
ビ
ニ
ー
ル
、

ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
団
地
を
建
設

し
付
加
価
値
の
高
い
新
た
な

農
産
物
生
産
（
さ
く
ら
ん
ぼ
・

ブ
ド
ウ
・
も
も
等
）
へ
の
転

換
を
図
り
、
合
わ
せ
て
、
島

内
消
費
野
菜
の
需
給
体
制
を

確
立
す
る
。

　

同
時
に
都
の
農
林
合
同
庁

舎
機
構
の
充
実
（
専
門
職
員

の
増
員
配
置
）
を
要
望
す
る

傍
ら
、
島
外
の
専
門
農
家
・

希
望
者
に
施
設
の
一
部
を
無

償
貸
付
し
、
そ
の
見
返
り
と

し
て
技
術
指
導
・
島
内
移
住

を
条
件
と
し
た
息
の
長
い
施

策
を
展
開
す
る
。

　

加
え
て
三
宅
高
校
農
業
科

の
生
徒
に
対
し
在
学
中
に
無

償
貸
付
を
行
い
実
習
の
場
と

し
て
活
用
し
つ
つ
卒
業
後
は

速
や
か
に
現
金
収
入
が
得
ら

れ
る
制
度
を
構
築
す
る
。

◎
空
き
家
住
宅
の
活
用

　

島
内
に
大
量
に
存
在
す
る

空
き
家
を
村
が
準
村
営
住
宅

と
し
て
借
り
受
け
活
用
す

る
。
い
ま
島
内
に
は
数
多
く

の
空
き
家
が
存
在
す
る
ば
か

り
か
、
そ
の
数
も
年
々
増
大

し
て
い
る
。

　

一
方
で
は
住
宅
不
足
も
顕

著
な
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た

め
民
間
資
本
を
活
用
し
た
補

修
・
改
築
を
促
進
し
準
村
営

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
問
題
解
決
の
早
道
で
あ
り

定
住
促
進
へ
の
一
助
と
な
る
。

◎
長
期
展
望
上
不
可
欠
な
施
策

　

現
在
、
島
内
に
は
島
を
一

周
す
る
林
道
と
都
道
の
二
線

路
の
外
、
海
岸
線
に
は
部
分

的
で
あ
る
が
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
漁
道
・
遊
歩
道
等
が
あ

る
の
で
こ
れ
を
延
長
、
接
続

し
た
第
三
の
一
周
道
路
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
都
道
の
阿
古
、
伊
ヶ

谷
間
都
道
は
急
な
カ
ー
ブ
の

連
続
で
災
害
時
の
避
難
移
動

は
容
易
で
は
な
い
。
島
民
は

も
と
よ
り
来
島
者
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
に
は
都
道
の

阿
古
、
伊
ヶ
谷
漁
港
間
の
バ

イ
パ
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
の

で
事
業
化
に
向
け
た
早
急
な

る
検
討
が
望
ま
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
ル
ー
ト
実
現

の
暁
に
は
現
在
未
利
用
の
湯

の
浜
温
泉
・
良
質
な
地
下
水
・

大
鼻
の
釣
り
場
・
塩
取
場
の

入
江
等
々
未
利
用
資
源
の
活

用
も
可
能
と
な
り
そ
の
事
業

効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。

S30 S40 S45 S50 S55 S60 H7 H17 H27

6,625 5,629 4,857 4,631 4,167 4,228 3,828 2,439 2,482

H7 H17 H28
０～ 19 歳 836 484 271
20 ～ 59 歳 1,878 1,294 1,111 人 (1,111 × 0.6 ＝ 666)
60 ～ 74 歳 990 822 654
75 歳以上 350 589 583

計 4,054 3,189 2,619

S45 S48 S53 S58 S62 H11 H18～ 27

70,063 137,339 83,713 90,158 78,701 79,250 42～ 36 千

H5 H10 H15 H23 H25

農産物 181,351 343,005 0 218,000 256,733

水産物 553,375 304,960 0 172,005 152,358

表１ 国勢調査による人口の推移（単位 人）

表２ 年齢層別の人口の推移（単位 人）

表３ 観光客の推移（単位 人）

表４ 農業・漁業の生産額推移（単位 千円）
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神楽坂青空市への出店終了に当たって

みな様に心より感謝
　

す
で
に
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
10
年
に
渡
っ
て
続

い
た
神
楽
坂
商
店
街
の
青
空
市
へ
の
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
物

産
店
出
店
が
、
今
年
度
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
出

店
の
橋
渡
し
を
し
た
立
場
と
し
て
、
一
つ
の
役
割
を
果
た
せ

た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
様
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　

２
０
０
０
年
の
三
宅
島
噴

火
災
害
か
ら
17
年
が
た
ち
、

世
間
か
ら
は
、
こ
の
未
曾
有

の
災
害
が
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
災
害
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
三
宅
島
新
報
の

編
集
作
業
に
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
災
害
が
起

こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

 

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
神
楽

坂
商
店
街
青
空
市
で
の
特
産

品
の
販
売
は
、
昨
年
の
春
で

終
了
し
た
。

 

５
月
14
日
の
青
空
市
で

は
、
出
店
当
初
お
世
話
に

な
っ
た
神
楽
坂
商

店
会
の
方
々
へ
佐

藤
会
長
、
板
倉
会

計
・
事
務
局
長
と

当
時
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の

会
長
だ
っ
た
私
で

お
礼
の
挨
拶
周
り

を
し
た
。

〈
出
店
ま
で
の
経
緯
〉

　

私
が
大
学
在
学
中
、
ゼ
ミ

活
動
で
同
商
店
街
に
お
世
話

に
な
り
、
そ
の
縁
で
、
大
学

３
年
の
と
き
、
青
空
市
の
手

伝
い
を
し
た
。
特
産
品
を
販

売
す
る
大
島
の
ブ
ー
ス
を
み

つ
け
、
ネ
ッ
ト
も
で
き
な
い

か
と
考
え
た
。
佐
藤
会
長
へ

提
案
し
、
ま
た
、
商
店
会
の

方
々
も
、
快
く
出
店
を
迎
え

て
く
れ
た
。

〈
裏
話
と
成
果
〉

　

同
店
で
は
明
日
葉
、
牛
乳

せ
ん
べ
い
、
く
さ
や
、
季
節

に
よ
っ
て
は
里
芋
、
竹
の
子

を
用
意
。
ま
た
、
光
安
さ
ん

の
そ
の
場
で
調
理
し
た
明
日

葉
の
天
ぷ
ら
は
、
お
手
製
の

お
赤
飯
や
お
こ
わ
に
並
ん
で

売
れ
行
き
が
よ
く
、
主
力
商

品
と
な
っ
た
。

　

こ
の
売
り
上
げ
は
、
本
紙

の
２
回
分
の
発
行
が
賄
え
る

金
額
と
な
っ
た
。
ま
た
、
毎

回
出
店
を
続
け
る
こ
と
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
三
宅
の
Ｐ
Ｒ

に
も
繋
が
っ
た
と
自
負
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
品
物
の
準
備
が

光
安
さ
ん
な
ど
、
一
部
の
方

に
頼
り
き
り
と
な
り
分
担
で

き
ず
、
提
案
者
と
し
て
は
反

省
し
て
い
る
。

〈
関
係
者
、
来
店
者
の
皆
様

へ
の
感
謝
〉

　

青
空
市
へ
の
参
加
は
、
初

出
店
か
ら
10
年
続
い
た
。

　

ご
来
店
い
た
だ
い
た
方
、

商
店
会
の
方
々
、
ス
ー
パ
ー

キ
ム
ラ
ヤ
さ
ん
、
ご
厚
意
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
並
び

に
品
物
の
準
備
か
ら
販
売
ま

で
幅
広
く
手
伝
っ
て
く
だ

さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
様
に
も
、
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。

平
松
さ
ん
４
月
に
ご
逝
去

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

元
三
宅
郵
便
局

長
の
平
松
尚
志
さ

央
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

数
か
月
前
に
お
電
話
で
、

「
い
つ
の
間
に
か
三
宅
島
で

も
一
番
の
長
寿
に
な
っ
た
よ

う
だ
」
と
他
の
方
の
心
配
を

す
る
お
話
を
し
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の
結
成
時

か
ら
よ
き
理
解
者
で
、
「
新

聞
発
行
の
向
上
高
校
卒
業
生

に
は
目
頭
が
滲
み
ま
す
」
と

の
お
便
り
を
頂
い
た
ば
か
り

で
し
た
。
避
難
前
は
、
私
の

父
成
之
の
神
着
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
を
継
ぎ
、
連
合
会
会
長

も
。
帰
島
後
は
平
松
さ
ん
な

ど
の
推
挙
で
私
就
之
が
会
長

を
二
代
に
渡
り
就
任
。

　

ま
た
、
人
材
セ
ン
タ
ー
会

長
な
ど
も
歴
任
し
大
活
躍
で

人
望
が
厚
く
温
厚
。
喘
息
で

も
望
郷
の
念
は
強
く
、
帰
島

を
待
ち
望
み
つ
つ
旅
た
っ
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。（
会
長　

佐
藤　

就
之
）

ご寄付者名
吉田信行様、横井和之様、吉

島輝雄様、佐藤就之様、遠藤

芙美子様、高橋民夫様、中村

俊江様、四津谷信子様、柿﨑

征様、高橋栄一様、浅井美子

様、倉持房枝様、木村健二様、

青木正男様、坂本健様、谷原

和憲様、田中良様、板倉美紀

子様、佐藤宗ノ子様、光安千

久子様

 　 （Ｈ29.4.17～Ｈ29.6.8）

　ご寄附有難う御座いました。

引き続きお願いいたします。

※ご寄付は、新報発送、島内

　全戸配布などに使わせてい

　ただきます。

青空市は支援者等の交流の場でもあった

ん
が
死
去

さ
れ
た
。

　

４
月
27

日
、
93
歳
。

喪
主
は
ご

長
男
の
武

さ
ん
。
告

別
式
は
５

月
２
日
に

八
王
子
中

橋渡しをした立場から　ＤＴＰＡ 森　啓予


